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中に起きるときめきを大切にしているのかもし
れない。
4．5「草食化」する若者たち
　草食系男子という言葉がマスコミに流れるよ
うになった。2009年には流行語大賞トップテ
ンにもえらばれた。使われ方によって意味内容
にずれがあるが，「性や恋愛にがつがつしない
若者」だという。「青少年性行動全国調査」で
も2011年の調査からそれまでとは違った傾向
が読み取れるようになってきた。1990年代か
ら上昇していた中学生の「デート」「キス」高
校生の「デート」「キス」「性交」の経験率が
2005年を境に低下し，大学生も女子は16.6ポ
イント男子でも10ポイントと大きく低下した。
「草食系男子」と男子に特定されているが，女
子も同様の傾向を示している。それは性行動だ
けでなく「性に関心があるか」という質問に対
しても1999年をピークに2005年2011年と中学
生，高校生と大学生女子は大きく低下してい
る。恋人の保有率も2011年には大学生で大き
く低下し，恋人がいる人でさえ，「キス」や「性
交」の経験率が低下している。
　性行動の不活発化について整理してみると，
1999年の調査で性に対する否定的なイメージ
を持つ人が増え， 2003年から性に対する関心の
低下がみられる。2011年から性交経験率が下
がってくる。
　このような変化がそもそもなぜ生じたかにに
ついては，これからの検討にゆだねられる。
　この調査の「性」について「特に知りたいこ
とはない」という回答が増えたことを重ね合わ
せると，「性の日常化」の帰結として，性が特
別なものでなくなったため。また，「生活構造
の多チャンネル化」による楽しいことの選択の
増加。男女関係の平等化によって恋愛や結婚と
結びつかない異性関係の増加などが指摘されて
いる。学校の性教育が性の肯定的イメージや性
に対する関心，避妊実行などを含めた性交に対
する肯定感に有効に働いているという調査結果
から考えると2000年前後に起こった性教育パッ
シングによる性教育の後退現象の影響も考えら
れる。
5．性のありかたの多様性
　2015年文部科学省から「性同一障害にかか
わる児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等
について」という通知が出され，性的マイノリ
ティーの子供たちに対しての支援や教職員の理
解向上に努める必要性を示した。しかし実態は
学校全体に周知徹底されておらず，トイレや更
衣室といった施設設備から名簿や制服などのシ
ステムの在り方まで，きめ細か配慮がなされて
いないのが実情である。
　「性同一障害」や「LGBT」という言葉はか
なり浸透してきた。電通ダイバーシティ・ラボ
の調査によれば，性的マイノリティは全体の7，
6％　13人に一人という数字を示している。学
校の45人学級には3人程度の割合でいることに
なる。長らく男女の二分法で思考してきた学校
や教師は，対応に苦慮し，当事者は無理解と差
別にさらされている。しかし，性別二分論と異
性愛絶対論の中で苦しんでいるのは性的マイノ
リティーの子供たちだけでない。男らしさや女
らしさを押し付けられた個々の子供たちも生き
にくさを感じている。性は女性性と男性性との
連続性の中のどこかに位置づいて存在する。一
人ひとりの子供の個性を尊重し，認める中で，
マイノリティーと言われている子ども達の存在
する場所が確保できるのだろう。子ども達の感
性は柔軟である。多様な性を知り，多様な性の
人達と，共に存在することによって自分の世界
を広げていく。
6．終わりに
　2000年あたりから性の状況が大きく変化し
てきた。性を一人一人の権利として認めること。
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教職課程の総括的学び
その多様性を尊重すること。そして性や恋愛に
消極的若者達の出現である。これは「草食系男
子」の名づけ親の深沢真紀氏が「女性に無縁で
無気力な若者」をさしているのではなく，「女
子というものが恋愛やセックスの対象だけでは
ないことを知っている」人をさし「よりよく」
生きるより「ほどよく」生きようとする若者を
さす。と言っている。草食系と呼ばれる若者達
は性に対して一律のステレオタイプの対応では
ない，多様な行動パターンを持ちはじめたのか
もしれない。作家の想像力は時として科学を越
える。「世界から家族，セックス，結婚が消える」
というセンセーショナルなフレーズで未来を描
く，村田紗耶香の世界もこの若者変化に続く世
界かもしれない。
[参考文献]
林　雄亮編著（2018）「青少年の性行動はどう
変わってきたか」－全国調査にみる40年－
ミネルバ書房
狛　潤一　佐藤明子　水野哲夫　村瀬幸浩
（2016)「ヒューマン・セクソロジー」生き
ていること　生きていくこと　もっと深く考
えたい　子どもの未来社
浅井春夫　艮　香織　鶴田敦子 (2018）「性教育
はどうして必要なんだろう？」包括的性教育
を進めるための50のＱ＆Ａ　大月書店
二宮周平（2017）「性のあり方の多様性」
　－一人ひとりのセクシャリティが大切にさ
れる社会を目指して　日本評論社
橋本紀子・池谷壽夫　田代美恵子（2018）「教
科書に見る世界の性教育」かもがわ出版
村田紗耶香（2018）「消滅社会」河出文庫
村田紗耶香（2018）「地球星人」新潮社
「性の権利宣言」http://www.worldsexology.
org/wp-content/uploads/2014 /10 /DSR-
Japanese.pdf　
「リプロダクティブ・ヘルス・ライツ」
https://www.weblio.jp/content/%E3%83%AA%
E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%80%E3%
82%AF%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%
96%E3%83%BB%E3%83%98%E3%83%AB%
E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%A9%E3
%82%A4%E3%83%84　
「高校生の性知識・性意識性の悩みに関する調
査」ＮＰＯ法人ピルコン　http://pilcon.org/
about_us/greetings
